
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

西崎 錦

エグザイル
バロール

何でも屋

22

償い

権力者の血統

自傷

大事故

ボディガード的なやつっす

(基本)男

34

恩人[ネームレス]

2
2
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

3
2
2
2

28
6
6
11
22

1
1 1 3 81

噂話
UGN
裏社会

1

クリスタルシールド 白兵 3r 12 0 ウェポンケース(オートで装備可能)

0 0

生還者
幼馴染[日乃本 夏希]
御琴羽 スサノ

朔夜
神園 晶

懐旧
信頼
好意
庇護

不快感
悔悟
隔意
隔意
嫉妬

思い出の一品
ウェポンケース

コネ:UGN
コネ:情報屋

20 0

ワーディング

リザレクト

餓鬼玉の使い

崩れずの群れ

命のカーテン

虚無の城塞

孤独の魔眼

グラビティガード

守護者の巨壁

自動触手

デビルストリング

擬態の仮面

ディメンションゲート

★

0

1

1

3

3

1

3

1

5

1

★

★

-

1d10

3

2

4

2

4

3

6

2

6

オート

気絶時

オート

オート

オート

セット

オート

オート

オート

オート

オート

視界

-

視界

至近

至近

至近

視界

視界

視界

視界

視界

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

効果参照

自身

自身

自身

単体

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

対象がHPダメージを受けた際、邪毒(3)を与える

カバーリングをする 1メインプロセスに1回

崩れずの群れのカバーリング範囲を10mにする。1シナリオlv回

このラウンドの間ガード値を+[lv×3]する。

自身が含まれる範囲または範囲(選択)を単体にし、攻撃対象を自身に変更

ガード値を(lv)Dする

攻撃対象を単体化、あなたに変更。

ガードした際攻撃してきた相手に[lv×3]点ダメージ

オートアクションを打ち消す。シナリオLv回

顔を変えられるのはいい、全てをとり繕える、俺を悟られない

どこでもドアホント便利

｢まあまあ、ガキンチョども、このお兄さんに任せなって｣

姿を自由自在に変える何でも屋。名前は偽名。
よくUGNから依頼を受けるためUGNイリーガルという認識でも問題ない。
よく使う名前と顔が3つあり西崎錦はそのうちの一つ。

一人称は自分又はお兄さんでおちゃらけた口調。
だが親しくなるほど彼が壁を作っていることが分かる。はたから見たら茶化したりするのが上手いただの青年。
因みにこれは西崎錦のもので名前と顔事に口調を変えていたりする。

過去の事件がきっかけで本心を見せることはほぼない。人に心を開くことに恐怖している。
自己犠牲の塊で自分の知る人物が傷ついたり亡くなったりするとその度に｢代わりに俺が死ねば…｣などと思っている。
自殺願望もちだが自身のレネゲイドが耐久、回復力共に高いために自殺はできない。そのため誰かに殺されることを内心願っている。
ちなみに本心の時の一人称は俺。

攻撃は不得意で守ることに特化している。
このため護衛任務などが多い。
仕事ならUGNのみならず裏社会やFHなどの依頼も普通に受ける。
死にたいという思いからかなり危険な仕事も引き受けるが、守らなければならないという責任感から結局死ねない。
また依頼人を不安にさせたくないのか、はたまた死ぬ確率を高くするためか、自身が傷ついても偽装の仮面で治ったように見せかけて仕事を続行することがよく
ある。
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